
一　
「
は
じ
め
」
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二　

こ
の
冊
子
と
別
に
原
稿こ
う

用
紙
が
一
枚
あ
り
ま
す
。
作
文
は
、
原
稿
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。  

三　
「
は
じ
め
」
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
、
こ
の
冊
子
と
原
稿
用
紙
の
両
方
の
決
め
ら
れ
た

場
所
に
、
受
検
番
号
を
記
入
し
な
さ
い
。 

四　

印
刷
が
悪
く
て
わ
か
ら
な
い
と
き
や
筆
記
用
具
を
落
と
し
た
と
き
な
ど
は
、
だ
ま
っ
て
手
を

挙
げ
な
さ
い
。

五　

時
間
内
に
書
き
終
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
着
席
し
て
い
な
さ
い
。

六　
「
や
め
」
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
書
く
の
を
や
め
、
原
稿
用
紙
は
受
検
番
号
が
見
え
る

よ
う
に
し
て
机
の
上
に
置
き
な
さ
い
。

七　

こ
の
冊
子
は
、
持
ち
帰
り
な
さ
い
。

（
注　

意
）

和
歌
山
県
立
中
学
校

作
　
文
（
十
一
時
十
五
分
〜
十
二
時
）

受検番号

令
和
七
年
度



　
　

み
ど
り
さ
ん
の
学
級
で
は
、
他
県
の
小
学
校
六
年
生
と
交
流
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

以
前
ま
と
め
た
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
和
歌
山
県
に
つ
い
て
し
ょ
う
か
い
す
る
文
章
を
書
い
て
送
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

み
ど
り
：　

和
歌
山
県
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
み
り
ょ
く
た
っ
ぷ
り
の
し
ょ
う
か
い

　
　
　
　

の
文
章
を
書
き
た
い
な
。

あ
き
ら
：　

そ
う
だ
ね
。
よ
り
和
歌
山
県
の
み
り
ょ
く
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
表
現
を
工
夫
し
た
い
ね
。

【
問
い
】　

二
人
の
発
言
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
五
枚
の
カ
ー
ド
の
中
か
ら
二
枚
を
使
い
、
和
歌
山
県
に
つ
い
て

　
　
　

し
ょ
う
か
い
す
る
文
章
を
六
〇
〇
字
程
度
に
ま
と
め
て
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
選
ん
だ
カ
ー
ド
に

　
　
　

書
か
れ
て
い
る
情
報
を
す
べ
て
使
う
必
要
は
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

※には（注）がある。

●歴史カード
【高野山】
・約1200年前、お坊

ぼう

さんである空
くう

海
かい

によって
　開かれた、仏教の神聖な場所。
・寺院の数は100以上。　　　　　　　　　　
 　（その内の半数近くは宿泊

はく

ができ、修
しゅ

行
ぎょう

体験もできる。）
・現在もお坊さんたちが修行を続ける場。

【熊
くま

野古道】
・和歌山県の南

なん

部
ぶ

にある３つの神社と１つ
　の寺へお参りするための道。昔から多く
　の人が使っている。
・2004年「紀

き

伊
い

山地の
※

霊
れい

場
じょう

と
※

参
さん

詣
けい

道
みち

」 と
　して、世界遺産に登録。外国人観光客も 
　増加。
・高さ 34 ｍの大きな鳥居や落差 133 ｍの
　那

な

智
ち

の滝
たき

などがある。　　　　　　　　　　

（注）　霊場　　＝　神社や寺、それに関わりのある土地など、
　　　　　　　　　神聖だとされる場所。
　　　参詣道　＝　神社や寺にお参りするための道。

●食べ物カード
【和歌山ラーメン】
・和歌山県では、「中華

か

そば」と呼ばれている。
・行列のできる店があり、テレビ番組で取り上げられることも多い。
・テーブルの上のおすしやゆで卵などは、自由に食べてもよいが、会計の時に食べたものを伝えるシステムである。

【めはりずし】
・塩でつけた高

※
菜で大きなおにぎりをくるんだもの。

・名前は「目
※

を見張るほどおいしい」などの様子に関係しているらしい。　　　　　　　　　　
・漁業や林業がさかんな和歌山県の南

なん

部
ぶ

で、漁や山仕事の間の少しの時間に簡単に食べられるお弁当として広まった。

（注）　高菜　　　　＝　20～60cｍほどの高さに成長する大きな葉の野菜。
　　　目を見張る　＝　目を大きく見開く。おどろいたときなどの様子をいう。

●自然カード
【川】
・丸太を組んだいかだで川を下る「いかだ下り」ができる

川や、アユつりなどができる川、
　周辺でホタルが見られる川などが
　ある。

【海】　　　　　　　　　　　　　　　
・県内には20か所以上の海水浴場がある。
・潮

しお

干
ひ

がりができる
※
ビーチもあれば、

　白い砂が特ちょうのビーチもある。
・ビーチの海水はすき通っている。　　　

（注）　ビーチ　＝　砂浜や海岸のこと。

【山】
・和歌山県の面積の約８割は山地で、広大な森林におおわ

れている。
・木の神様がすむ国を意味する「木の国」がもととなり、

昔から、和歌山県は「紀の国」とも呼ばれていた。
・山歩きやハイキング、くだものがりなどができる。

一

和歌山の
みりょく

著作権等の関係で
掲載していません

著作権等の関係で
掲載していません

著作権等の関係で
掲載していません



令和５年
全国収かく量
681600
(t)

和歌山県のくだものの農業産出額の割合（令和４年）

農業産出額の割合（令和４年）

都道府県別みかんの収かく量

（農林水産省近
きん
畿
き
農政局統計部の資料から作成）

（和歌山県「和歌山県の農業」から作成）

（注）農業産出額 ＝ 生産された農産物にそれぞれの価格を
　　　　　　　　　  かけて計算した金額。

●農業カード

みかん
39

うめ
25

かき
12
もも
8 4

（%）

その他
12752億円

はっさく

和歌山県
1108億円

くだもの
68

野菜
12

米
6

花 畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

その他

6 3 5

全　　国
9兆147億円 10 25 16 4 38 7

（%）

都道府県別うめの収かく量

（農林水産省「作物統計」から作成）

その他
29000

その他
202600

和歌山県
143900

愛媛県
111100

静岡県
99800

熊本県
80600

和歌山県
61000

群馬県
5520

令和５年
全国収かく量
95520
(t)

長崎県
43600

※

●温泉カード
わ
か
や
ま

龍
神

湯
川
ゆ
か
わ

南
紀
勝
浦
か
つ
う
ら

湯
の
峰

川
湯

渡
瀬
わ
た
ぜ

太
地
た
い
じ

串
本
く
し
も
と

す
さ
み

み
な
べ
白
浜
・
椿

紀北エリア 奈良県

三
重
県

大阪府

紀中エリア

紀南エリア

つ
ば
き

【川湯温泉】
・河

かわ

原
ら

をほってお湯のふき出すあなをつくり、
そこに川の水を入れて自分の好みの温度に
調節したオリジナル露

ろ

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

をつくることが
できる。

・冬には、「1000人が入れる」と言われるくらい
大きな露天風呂「仙

せん

人
にん

風
ぶ

呂
ろ

」がつくられる。

【湯の峰
みね

温泉】
・日本最古の湯。
・日によっては７回も湯の色が変化するという

岩風呂「つぼ湯」がある。

【龍
りゅう

神
じん

温泉】
・はだをきれいにする「日本三美人の湯」の

１つとして有名。

（協同組合和歌山県旅行業協会「わかやま12湯
とう

」から作成）



200字300字 100字400字

600字 500字700字

お
兄
さ
ん
が
、
私
に
、
一
冊
の
本
を
く
れ
ま
し
た
。

兄兄

新
し
い

新
し
い

こ
う

（
注　

意
）

受検番号



200字300字 100字400字

600字 500字700字

お
兄
さ
ん
が
、
私
に
、
一
冊
の
本
を
く
れ
ま
し
た
。

兄兄

新
し
い

新
し
い

こ
う

（
注　

意
）




